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教育実践報告
授業名：インサイトコミュニケーション（Insight communication）
授業形態
　講義・グループディスカッション・グループワーク・プレゼンテーション・双方向
目的
　文章と箇条書きを中心とするコミュニケーションの欠陥と混乱を克服する「図解コミュニ
ケーション」の考え方と技術を学ぶ。時代認識と世界認識を題材に、ビジネスの現場で生起す
る様々の問題を解決する論理的思考と洞察力を、実践を通じて、知の再武装のための武器を身
に付ける。
到達目標
　時代認識と世界認識に対する深い理解と実践的教養を身につける。具体的には、新聞の社説
や「日本の論点」（文藝春秋）の論文などを一枚の図解として表現できるまでになる。
　
実習テーマは以下の通り。
○日経・朝日・毎日・読売・サンケイ・東京の新聞社説・記事。
「農業」「部活動」「年金改革」「民泊」「人口問題」「海賊版サイト」「研究開発」「医師の数」「地
方銀行」「人生の終末期」「日産・ルノー」「再生エネルギー」「人手不足」「SDGS」「漁業資源」「難民」
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「韓国の高齢化」「人工胃問題」「株価」「中国経済」「日本の右傾化」「孤独死」「AI」「家計消費」
「世帯構造の変化」「不安の心理」「フェイクニュース」「電気料金」「ワークライフバランス」「ア
ベノミクス」、、、、。
○日本文化
「武士道」「禅」「俳句」「箸」「パチンコ」「カラオケ」「茶道」「相撲」「歌舞伎」「温泉」「畳」「桜」
「かな」「神道」「生け花」「和服」「マンガ」「落語」、、、。
○自民党憲法草案
「天皇」「安全保障」「緊急事態」「自由と責務」「家族」「裁判」「権利と義務」「地方自治」、、、。
○日本の論点
「観光」「教育改革」「デジタル革命」「新元号」「大学入試」「藤井聡太」「スマホ」「ビットコイ
ン」「ドイツ人の働き方」「安楽死」「政治家の劣化」「起業」｢日本の食材｣ ｢ビッグデータ｣「超
高齢化時代」｢米中衝突｣、、、。
○選挙公約・マニフェスト：東京都知事選、衆議院選挙、参議院選挙で各政党の主張。
○社長の言葉 ｢ソフトバンク｣「楽天」「サントリー」｢日本航空｣、、、、
○私の仕事：受講生の仕事の図解を見ながら説明を聞き、質疑応答を行う。
　夜間授業終了後、翌日の朝 5 時までに、授業の感想をフェイスブックに書き込むことを出席
の要件としている。以下、ここ数年間の最終講義の受講生の感想を抜粋し掲載する。
・ 様々なスキルは高度であればあるほど狭く限定された領域にのみ特化して適用可能なよう
に感じておりますが、図解のスキルは幅広く活用できますので、これからも自己研鑽しつ
つ活用させて頂きます。
・ 図解こそ人を繋げ変化を実現する最善の方法ですね。先生が愉快痛快縦横無尽にこの世を
楽しんでお話されている姿を見るとつくづくそう思いました。
・ 文章の図解、図解から文章をおこす、数字からストーリーを組み立てる。いろいろなベク
トルから図解を勉強しました。
・ 毎回の講義の実践演習の度に、自分の図解能力が磨かれていくのを感じました。そして、
今は実感します。ビジネスモデルを語るには、図解コミュニケーションが必須だと。
・ 図を用いることによって別な視点を得ることになった。それは文章や哲学とか数学とかの
知識を別の世界から俯瞰するような要素を持つ。つまり今回学んだことは、総合的な学問
なわけだ。
・ 図解とは、日本型、いや真のロジカルシンキングだと理解しました。つながりを見つける。
また、理解・納得、企画する・考える、そして伝達。伝えて、相手に達する。
・ 修士論文の執筆・提出のために尻に火がついた状態だったため、論文中に入れる図の作成や、
－ 125 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.23  2019
論文の構造を練るために、図解は非常に役にたった。
・ 図解力は仕事力に直結することを実感しています。
・ 図解のノウハウは実際のビジネスでのコミュニケーション方法として役立っています。常
に図解しようとスケッチブックを持ち歩き、会議ではホワイトボードを駆使してます。そ
うすると、会議の質が上がり、ワイガヤでの話が具体化していく。
・ 中国へ戻ったら必ず中国人の方に図解の素晴らしさに伝えます。
・ 文章、文化、主張、人物、議論。皆さんと一緒に図解することで、図解百貨辞典が完成し
てしまう共同作業でもありました。
・ 図解を考えて、描く世界は、「海」のように、とても深いということです。潜れば、潜るほ
ど、潜れるようになります。
・ やればやるだけ、「もっと！」とか、「いや、そうじゃないだろう」とか、自分の中で化学
変化が起きる、図解。図解は思想、まさに思想。頭の中で新しい思考へと、違うスイッチ
を押す楽しさ。自分の思考の特徴や強みや癖がありありと浮き上がり気づかされるプロセ
ス。他の方々からインスパイアされる好奇心。吸収したいと願う、良い意味での貪欲さ。
深い部分にアクセスしていく奥深さ。そして、ジグソーパズルのピースがカチンとはまる
爽快さ。
・ 図解にすることで自分自身がその内容についての理解度を確認することができ、また、理
解を深めることができるということも教えていただきました。新しい勉強法の一つにもな
るのではないかと思います。とてもためになる、目からウロコの授業でした！
・ 図解はその人のオリジナリティが出ます。何を考え、何を強調したいのか、また、多くの情
報を纏めるという点でも優れていて、現代社会に必要な技術ということが理解できました。
・ 「図解」は対象の " 全体把握 " や " 抜け漏れ確認 " に最適な手法だと実感いたしました。
・ 図解を学ばせて頂いたことで、言葉や文字を中心とした、論理的なコミュニケーションで
は到達できないより深いレベルでのコミュニケーションが出来るようになったと感じてい
ます。図解によるコミュニケーションは、まだまだ一般的ではありませんが、これから多
くの人が、その必要性と有用性を実感する時代がくるのではないかと思います。
・ 図解思考は『俯瞰スキーマ思考』であり『自己洞察メソッド』である、とするならば、こ
の半期で、予想以上に、俯瞰思考力と発想力が醸成されたことになります。
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　授業の成果として、受講生の描いた図解の一部を掲載する。
○日本文化
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○私の仕事
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　到達目標である「新聞の社説や「日本の論点」（文藝春秋）の論文などを 1 枚の図解として
表現できる」については、留学生を含め、ほぼ全員が到達してていると判断している。
　授業評価（VOICE）は、5 点満点で満点と、高い評価を得ている。
「この授業はあなたにとって有益でしたか」という最終総合評価は、下記の通りで高い評価で
あると判断している。
　2017 年度：5.0
まとめ
　講義と実習、日本人と留学生を組み合わせる小人数のプレゼン、全体プレゼン、というスタ
イルで時事的なテーマ、日本理解、などビジネスマン受講生の関心の高いテーマの図解化、そ
して議論・討論によって深い理解に達するという方法で、受講者の教養の向上と図解技術の向
上が十分に図られた。実社会で闘う武器を身につけたという受講生の感想も多く、「知の再武装」
に貢献していると判断している。
　社会人大学院生にとっては、自らのビジネス環境の深い理解、政治・経済・技術動向などに
関する新しい知見などを、改めて深く考える機会になっている。それは、毎回の授業終了後、フェ
イスブックに書き込まれる感想や総括にみることができる。
　また、中国、韓国、台湾、ミャンマー、タイ、ロシア、ベトナムなどからの留学生にとっては、 
図解の技術の習得もさることながら、 現在の日本の政治経済社会文化などの新聞記事、社説な
どの題材を能動的に理解しようとする時間は貴重であろう。
　そして多国籍の小グループでの話し合い、全体プレゼンと質疑応答の時間は、グローバル時
代を強く意識する時間となり、日本を中心に、各国の現状もよく理解できることになる。
　学部においても同様の趣旨の授業を行っているが、社会人大学院生対象の授業では、題材は
広く、かつ深いものが多くなるので、教員としてもビジネス界の動向についての新しく深い知
見を得ることができるので、毎回熱心に議論にも加わり得るものが多かった。
　図解というコミュニケーションの新しい基本ソフト（OS）を身につけることは、｢知の再武装」
のための武器を手にすることであり、この授業でその武器を提供できていると総括したい。
